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中国 ・ 闘コ オ ロ ギに みる 民俗知識 の 分化 と偏在

菅　豊 （東京大学東洋文化研 ）

　　　　　　　　 材料およ び方法

　 中国に は盆 栽や飼 い鳥、観賞魚な ど小型で 手軽な動

植物を 栽培・飼育する
「

花鳥魚虫 hua−niao −yu−chong 」

文化 と呼ばれる 伝統文化が存在する 。 本発表で対象と

す る 闘 コ オ ロ ギ の 文 化 は 、 こ の
「 花 鳥 魚 虫

hua−niao −yu−chongJ 文化の代表で ある 1 ）。

　従来、闘コオロギ文化に関 して は、そ の 歴史的な深

遠さ と 、 皇帝や貴族な ど の 支配者層、富裕層 、 また 、

文人等の 知識人層が 担 つ た都市的消費の 華やか さに

の み 関心 がもたれ る だ けで 、 使用するコオロギの生産

の場や 、そこ にお ける民俗知識と技術はほとん ど注 目

されて こ なか つ た 。

・

　本発表 では、イン タビ ユ
ー調査を も とに 、 コ オロギ

を山野か 6 獲得す る コ オロギ捕獲者など の地方 の生

産者と 、 それを養育 し調教 し実際に 闘わ せる コオロギ

愛好家などの 都市の消費者とが保持する 、コオロ ギに

関する 知識や技術の異同に つ いて明6 かにし、いまま

で
一
様に語6 れて きた コオロギ文化の知識や技術 、 そ

して、それを適用 する能力が地域、階層で分化 し偏在

して いる こと を明らか にする e

　また、コオロギの生産者 と消費者の 能力の 差を調べ

る ために、コオ ロギの 選 択能力の 差に注目して、それ

ぞ れが選 択した コ オロギの 強さ に つ いて実験した 。

　　　　　　　　 結果お よび考察

　イン タビユ ー調査の結果、閲コ オロギ生産者と消費

者で は 、 品種分類 、 飼養、 闘技など駆使する技術 と知

識に大き な差が ある こ とがわか つ た 。 そ して 、地方の

生 産者は、その習性や生態 に つ いて知悉 し、コ オ ロギ

を一個の生物として認識し て いる の に対 し、都市の消

費者は、コ オロギ を擬人化（anthropomorphism ）し、

（西洋起源の 》生物学的存在以上の も の と して 認識し、

取 り扱 つ て お り、 そ こ に存在する 知識と技術の論理 体

系が異な つ て い る ことが推察された 。

　さ らに、コ オ ロ ギの 生 産者 と 消費者の 能力 の 差 を調
’

べ る ために 、 採集状況が 異なる コオ ロギを トーナメン

ト方式 21 で 闘わ せ た結果 、表 1 の よ うに都市の プロ

の バ イヤーが購入 したものが最も強く 、 次 いで プロの

ハ ン ターが採取 し た も の
、 お よ び知識の な いも のが購

入 したも の 、最後 に知識がな いものが直接採集 したも

の の 順位 にな つ た 。

表 1 ．採集状況と戦いの順位 、 お よ び体重 の相 関

順

位
採 集状況 （獲 得ま で の 時間 ） 体 重 （9 ）

体

重

の

順

位

1 バ イヤーが市場 で選択 し た コ オ ロギ （約 3 時 間 ｝ 0．2191

2 ハ ン タ
ー1が 草原 で 採 集 した コ オロ ギ （約 8 時間 ） 0．1453

3 調査助 手が市場 で購 入 し た コ オロギ （約 α5 時間 ） 0．1394

4 菅が市場 で 購入 し たコ オ ロギ （約 O．5 時間 ） 0．1552

5 ハ ン ター2 が草原 で 採集 したコ オ ロギ （約 8 時間 ） 0．1305

6 菅が 草原 で採 集 し たコ オ ロ ギ （約 8 時間 ） 0，1236

ア 調査 助手が 草原で 採集 したコ オ ロギ （約 8 時間 ） O．1｛67

　また、順位と 体重の相関を調べ た と こ ろ 、Nexander

が指摘す る よ うに 、 コオロギの強さ と体重は強い相関

が あ つ た （Spearman の順位相関係数は O．8829、

Kendallの タウ は 0．7807で あ り、2 つ の変数が独立で

あ る確率は それぞれ 0．0085、0．0151 ）
2 ）e したが つ

て 、 コオロギの選択段階で は、まず、そ の 体重に注 目

してい る 可能性がある ことが 明らかにな っ た 。 そ して 、

都 市の 闘コ オ ロギ の消費者 （プロ の バイヤー
や愛好

者 ）は、僅かな体重差 を視覚の み で 確認する能力をも

ち、よ り重い個体 を選ぶこ とが で きる こ とが明 らか に

な つ た。

結論

一 74一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nihon Kachiku Kanri Gakkai

NII-Electronic Library Service

Nihon 　 Kaohiku 　Kanri 　 Gakkai

　体重別に試合が行われる本 番の 闘コ オロギ試合に

お い て 、 体重 は勝敗の 直接の 要 因とは な らな いが、戦

いぶ り の 良い大型の コ オロギが好 まれ、それに高い値

段が つ く 状況に お い て 、より体重の重 いも の を視覚的

に 選択 し て い る 。

　さ 6 に 、地方 の 生産者は コオ ロ ギの 生態学的な知識

に 精通 して い る も の の、一方、コ オ囗 ギ の 微細 な行動

に関する 知識 には 、 擬人的に コオ ロギを扱う 都市の 消

費者の方が精通 して いる傾 向があ つ た。
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